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論 文 内 容 の 要 旨 
 
内臓脂肪蓄積は，心血管危険因子の重積・メタボリック症候群の病態基盤として心血管疾患リスクに
関連し，心血管疾患高リスクである 2 型糖尿病患者においても同様である。しかしながら 2 型糖尿病
患者において，内臓脂肪蓄積と心血管疾患代替指標としての動脈壁硬化度および肥厚度との関連性に
ついては十分に明らかではない． 
本研究では，心血管疾患高リスクである 2 型糖尿病患者において，内臓脂肪蓄積と頚動脈壁硬化度お
よび肥厚度との関連性を明らかにすることを目的としている． 
対象は大阪市立大学医学部附属病院生活習慣病･糖尿病センター入院中の 2 型糖尿病患者 161 名（男
性 92 名，平均 61 歳，糖尿病罹病期間 13.9 年，BMI 27.1 kg/m2，HbA1c 8.6%）である． 
早朝空腹時に体重，ウェスト周囲長(WC)とともにデュアルインピーダンス法を用いて内臓および皮
下脂肪面積(VFA, SFA)を測定した．また超音波法を用いて総頚動脈の壁硬化度(stiffness β)および内膜
中膜複合体肥厚度(IMT)を測定した． 
対象における平均 VFA は男性 99.3cm2，女性 88.7cm2であり，BMI, WC, SFA と同様に有意な男女差
を認めなかった．また，平均 IMT は男性 1.03mm，女性 1.08mm，平均 stiffnessβは男性 11.0，女性
12.3 であり，いずれも有意な男女差を認めなかった。単回帰分析の結果，男性において VFA および
WC が stiffness β と有意な正の相関関係を示し，BMI，WC，SFA は IMT と有意な負の相関関係を認
めた．年齢，血圧，HbA1c，腎機能(血清クレアチニン)，脂質，喫煙，スタチン薬およびレニン・ア
ンギオテンシン系阻害薬投与の有無により調整後の重回帰分析の結果，男性において VFA, SFA, WC
および BMI が年齢とともに stiffness β に対する独立した正の関連因子であった（β=0.417, p=0.001）．
一方，女性においてはいずれの肥満指標も stiffness β との有意な関連を示さなかった．また IMT に対
しては，男女ともにいずれの肥満指標も有意な関連を示さなかった． 
これらの研究結果より，男性の 2 型糖尿病患者において，内臓脂肪蓄積が他の心血管危険因子とは独
立して頚動脈硬化度と関連することが示され，内臓脂肪蓄積が動脈壁の肥厚よりもむしろ硬化を介し
て 2 型糖尿病における心血管疾患リスクに関連する可能性が示された。 
よって，本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
内臓脂肪蓄積は，心血管危険因子の重積・メタボリック症候群の病態基盤として心血管疾患リスクに
関連し，心血管疾患高リスクである 2 型糖尿病患者においても同様である。しかしながら 2 型糖尿病
患者において，内臓脂肪蓄積と心血管疾患代替指標としての動脈壁硬化度および肥厚度との関連性の
相違については十分に明らかではない． 
 
本研究では，心血管疾患高リスクである 2 型糖尿病患者において，内臓脂肪蓄積と頚動脈壁硬化度お
よび肥厚度との関連性の相違を明らかにすることを目的としている． 
 
対象は大阪市立大学医学部附属病院生活習慣病･糖尿病センター入院中の 2 型糖尿病患者 161 名（男
性 92 名，平均 61 歳，糖尿病罹病期間 13.9 年，BMI 27.1 kg/m2，HbA1c8.6%）である． 
早朝空腹時に体重，ウェスト周囲長(WC)とともにデュアルインピーダンス法を用いて内臓および皮
下脂肪面積(VFA, SFA)を測定した．また超音波法を用いて総頚動脈の壁硬化度(stiffness β)および内膜
中膜複合体肥厚度(IMT)を測定した． 
 
対象における平均 VFA は男性 99.3cm2，女性 88.7cm2であり，BMI, WC, SFA と同様に有意な男女差
を認めなかった．単回帰分析の結果，男性において VFA および WC が stiffness β と有意な正の相関
関係を示した．年齢，血圧，HbA1c，腎機能，脂質，喫煙，スタチン薬およびレニン・アンギオテン
シン系阻害薬投与の有無により調整後の重回帰分析の結果，男性において VFA, SFA, WC および BMI
が年齢とともに stiffness β に対する独立した正の関連因子であった（β=0.417, p=0.001）．一方，女性
においてはいずれの肥満指標も stiffness β との有意な関連を示さなかった．また IMT に対しては，男
女ともにいずれの肥満指標も有意な関連を示さなかった． 
 
この研究結果より，男性の 2 型糖尿病患者において，内臓脂肪蓄積が他の心血管危険因子とは独立し
て頚動脈硬化度と関連することが示され，内臓脂肪蓄積が動脈壁の肥厚よりもむしろ硬化を介して 2
型糖尿病における心血管疾患リスクに関連する可能性が示された。よって，本研究は博士（医学）の
学位を授与されるに値すると判定された。 
 
 
